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著者によれば、本論文が明らかにしようとする主な論点は、次の 3 点である。 
論点①：介護保険制度と障害者福祉制度との適用関係をめぐる争点とは何か。 
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適応といった 4 点を挙げている。ここでいう論理性の問題とは、本論文が第 4
章で提示した 4 つの政策提言が、もし実現するならば、問題状況①～④の問題
は発生しないはずであると、果たしていえるのかという問題である。従って、本
論文の課題は、政策提言①～④の実現を妨げる要因は何かについて著者の識見
を示すこと、少なくともそれについてのより具体的に言及することが求められ
る。  
審査過程においては、サービスの重複と漏れ落ちという言葉の中で「漏れ落
ち」については「欠落」や「抜け落ち」あるいは「死角」という言葉の方がより
適切ではないかという意見も出された。また「重複」の概念においても、例えば
福祉サービス重複と給付重複との違いは何か、現実では国民年金の受給者が生
活保護給付をも受給する場合、それを重複と言わない理由は何か、などの意見
が出され、本論文をさらに発展させていくための課題が指摘されたことも付け
加えておきたい。  
以上のような多少の課題が指摘されているものの、本論文は独創性、論理性、
学問的開拓性などにおいて大きな意義を持つ完成度の高い論文であるといえ
る。よって、本論文は博士（社会福祉学）の学位を授与するに相応しいと判断す
る。  
